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１．会社概要（２０１７（平成２９）年） 

名  称：日本エフディ株式会社 

代表者名：代表取締役社長 金森 真一 

設  立：平成９年９月２２日 

営業開始：平成１０年１月１日 

資 本 金：９０，０００千円 

所 在 地：〒399-8205 長野県安曇野市豊科２０９５－１ 

      TEL 0263‐72‐5568／FAX 0263‐72‐5569 

敷地面積：１３,６０８m2 

事業概要：凍結乾燥（フリーズドライ：ＦＤ）食品及び添加物の製造、販売 

 営業許可：そうざい製造業･乳製品製造業･添加物製造業･食肉製品製造業 

環境管理責任者：研究開発部長 横山 篤    

事業規模： 

生産量（2017 年） ８３９.０ｔ 

売上高（2017 年）  １，６５０百万円 

従業員数（2017 年 12 月）  ６４人 

延床面積（2017 年 12 月） ７,６６８m2 

２．エコアクション２１対象・登録範囲と会社組織図 

  

  認証・登録範囲 

総務部 SCM 部 生産部 研究開発部 品質保証部 

株主総会 

取締役会 

代表取締役社長 

製造第１グループ FD グループ 製造第２グループ 工務グループ 
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３．「環境基本方針」・「生物多様性宣言」 
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４．環境目標の策定（単年・中期） 

アサヒグループとしての環境取組み目標「アサヒ環境ビジョン２０２０」の達成目標数値をベースと

して、環境基本方針と環境への負荷及び取組への自己チェックの結果を踏まえ、又事業活動の目標も考

慮し、環境目標を策定した。 

環境方針 取組み項目 単年：2017 年目標 
中期：環境方針に基づく３年後 

2019 年目標 

１．省エネルギ

ー、CO2 排出

量の削減 

1) 電気・灯油の効率

的使用 

 

 

2) 車による CO2 排出

量の削減 

1)電気・灯油の効率的使用による原単

位削減 (2008 年脱水量原単位の 18％削

減) （電気 4,027.0 Kwh/脱水 t） 

（灯油 481.3 L/脱水 t） 

2)通勤車両の CO2 排出量の削減 

(2010 年度実績に対して 18％削減) 

1)電気・灯油の効率的使用による原単位削減 

(2008 年脱水量原単位の 21％削減) 

 （電気 4,911kwh/ｔ⇒3879.7 kwh/脱水ｔ） 

 （灯油 586.9L/ｔ⇒463.7 L/脱水ｔ) 

2)通勤車両の CO2 排出量の削減 

(2010 年度実績に対して 21％削減) 

２．水資源の

保全 

1) 水の効率的使用 

 

 

2) 排水の水質管理の

徹底 

1)水の効率的使用による原単位削減 

(2008 年脱水量原単位の 18％削減) 

 (143.3 m3/脱水 t) 

2)･水源水質の確保 

･排水関係の事故０件 ･排水の清浄化 

（排水 BOD を 2009 年比 15％削減維持） 

1)水の効率的使用による原単位削減 

(2008 年脱水量原単位の 21％削減) 

(174.8 ｍ3/ｔ⇒138.1 m3/脱水ｔ) 

2)･水源水質の確保 

･排水関係の事故０件 

３．廃棄物の

削減、リサイ

クルの推進 

1)廃棄物の削減 

 

 

2)リサイクルの推進 

1)廃棄物の削減（実績値の削減） 

(2008 年実績比 35％削減)（121ｔ） 

 

2)食品廃棄物の削減（実績値の削減） 

(2008 年実績比 38％削減)（42ｔ） 

1)廃棄物の削減（実績値の削減） 

(2008 年実績に対して 45％削減) 

（186ｔに対して 84ｔ減の 102ｔに抑える） 

2)食品廃棄物の削減（実績値の削減） 

(2008 年実績に対して 46％削減) 

（68ｔに対して 31ｔ減の 37ｔに抑える） 

４．環境にや

さしい製品調

達の推進 

1)環境にやさしい文

具の把握及び調達

計画の立案、推進 

1)環境にやさしい製品、サービス及び資

材の調達（資材のグリーン調達 35％以

上） 

1)環境にやさしい製品、サービス及び資材の

調達 （資材のグリーン調達 45％以上） 

５．情報開

示、コミュニ

ケーションの

推進 

1)環境情報の発信 

2)主要協力会社等と

の環境活動の実施 

3)地域との環境活動

の推進 

1)環境情報の発信 

2)主要協力会社等との環境活動の実施 

 

3)地域との環境活動の推進 

1)環境情報の発信 

2)主要協力会社等との環境活動の実施 

 

3)地域との環境活動の推進 

※2017 年目標より、脱水量当たりのユーティリティ使用量を原単位として採用。削減%は以前のまま

用いる事とした。 
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５．環境活動計画の内容 

１）エコアクション２１委員会組織について 

・エコアクション２１活動の推進のため、エコアクション２１（環境）委員会を組織し活動を行った。 

 

 

  

研究開発部
環境推進者１名

エコアクション２１委員会

委員組織図

品保･研究開発部門
環境責任者

生産部門/FD・工務ｸﾞﾙｰﾌﾟ
環境責任者

事務所部門/総務SCM
環境責任者

環境管理責任者

総務部SCM部
環境推進者１名

第一グループ
環境推進者１名

第二グループ
環境推進者１名

環境経営責任者
代表取締役社長

品質保証部
環境推進者１名

ｴｺｱｸｼｮﾝ２１事務局
事務局長

局員（設備担当）１名

役割・責任・権限 活動 頻度
l 環境経営に関する統括責任 環境目標設定 年次
l 環境管理システムの実施及び管理に必要な経営資源を用意

l 環境管理システムを構築、実施、管理 環境活動計画作成 年次
l 環境活動実施計画の実績集計 ｴｺｱｸｼｮﾝ21委員会開催 月次
l 環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境責任者 l 自部門における環境管理システムの実施 各部門活動計画作成 年次
環境推進者 l 自部門の従業員に対する環境訓練の実施 部門毎の環境ﾁｪｯｸﾘｽﾄ作成 逐次

l 自部門に関連する環境目標および環境活動計画の実施、達成状況の報告 週毎にﾁｪｯｸﾘｽﾄ運用 毎週
l 自部門に必要な環境関連手順書の作成、運用管理

l 自部門に必要な緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練、記録

l 自部門の問題点の発見、是正、予防措置 部会の開催 月次
l 環境基本方針の理解と環境への取組の重要性を自覚 ﾁｪｯｸﾘｽﾄに基づく自己ﾁｪｯｸ 毎週
l 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境経営責任者

環境管理責任者
・事務局

全従業員

役割・責任･権限一覧表

四半期毎各部門活動
進捗まとめ

四半期
毎
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２）環境活動計画の内容と取り組み  

 2017 年環境活動計画目標値の設定について  

環境目標値（合計数量値）に対し、凍結乾燥（FD）機の釜稼働が会社業務の柱であり、釜稼働は受注製

品量の増減に伴い増減する装置産業としての実態を踏まえ、2017 年活動計画の目標値としては、乾燥釜

による脱水量と大きな相関関係にある電気・灯油・水について、基準年（2008 年）の釜稼働に於ける「脱

水量当りの使用数量」を原単位として採用、環境活動目標値を設定し 2017 年の活動取組みを行った。削

減%は以前のままの数値を用いる事とした。 

また、その他の項目については、環境目標値としての達成状況を踏まえ、基準年及び前年比削減目標を

設定し、2017 年の活動に取り組んだ。 

【削減目標設定基準年(2008 年)脱水量 828ｔ釜数 922／2017 年実績:脱水量 1,486ｔ釜数 1,292 釜 】 

 

取組み項目 

基準年に於ける 

原単位（FD 脱水量 1ｔ当

り使用量）及び実績 

2017 年 

活動目標値 

2017 年 

行動目標 

活動

責任

者 

1.省エネルギー・CO２排出量の削減 

1)電気･灯油効

率的使用 

 

・電力使用量

削減 

  

  

  

  

  

･2008 年電気使用量： 

4,066 千 kwh 

脱水量 1t 当りの電気使

用量  4,911kwh/脱水 t 

 

･ 2016 年電気使用量：

4,365.3 千 kwh 

脱水量 1t 当りの電気使

用量 

2,937.6kwh/脱水 t 

 

・原単位を 2008 年比  

１８％削減 

目標原単位: 

4,027kwh/脱水 t 

 

【チャレンジ目標】 

脱水量 1ｔ当りの電

気使用量を前年比１％

削減 

目標原単位: 

2,908.2kwh/脱水 t 

･機器使用時間の把握 

 

主要品目の FD 時間を前年

比 1％短縮 

事 務

局 

担 当

部長 

新製品設計時、電力削減す

る工程策定 

既存製品の行程見直しによ

る電力削減 

担 当

部長 

特定の使用機器の使用時間

の把握 

担 当

部長 

機器の更新による省電力化 事 務

局 

担 当

部長 

・灯油使用量

削減 

  

･2008 年灯油使用量： 

486ｋ㍑ 

脱水量１t 当りの灯油使用

量 

586.9 ㍑/脱水 t 

･2016 年灯油使用量： 

556.4ｋ㍑ 

脱水量１ｔ当りの灯油使

用量 

374.4 ㍑/脱水 t 

･原単位を 2008 年比  

１８％削減 

 

目標原単位： 

  481.3 ㍑/脱水 t 

【チャレンジ目標】 

 脱水量 1ｔ当りの灯

油使用量を前年比 1％

削減 

目標原単位： 

主要品目のFD時間の1％短

縮 

事 務

局 

担 当

部長 

新製品設計時、灯油削減す

る工程策定 

既存製品の行程見直しによ

る灯油削減 

開 発

部門 

蒸気漏れ時の対応と予防策

の作成 

事 務

局 
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370.7 ㍑/脱水 t 担 当

部長 

機器の更新による省電力化 事 務

局 

担 当

部長 

・使用機器の

把握 

全機器リスト化 

  

･蒸気漏れの予防対策

の作成・保温 

機器の保全リスト作成 事 務

局 

担 当

部長 

2)CO２排出量

の削減:車から

の排出量削減 

2010 年実績比 

18％削減 

 

･通勤車両からの CO2

排出量の削減 

運転教育 事 務

局 

2.水資源の保全 

1) 用水 ( 地下

水) 

･使用量の削       

減 

  

･2008 年水使用量： 

144.7 千 m3 

脱水量当たりの水使用量 

174.8m3/脱水 t 

･2016 年水使用量 

165.3 千㎥ 

脱水量当たりの水使用量 

111 ㎥/脱水 t 

･原単位を 2008 年比  

１８％削減" 

目標原単位： 

143.3 ㎥/脱水 t 

【チャレンジ目標】 

 脱水量 1ｔ当たりの

水使用量を前年比

1％削減 

目標原単位： 

110 ㎥/脱水 t 

冷却水の削減 60％ 事 務

局 

担 当

部長 

部門毎水使用時間の把握と

短縮 

担 当

部長 

新製品設計時、水削減する

工程策定 

開 発

部門 

機器の更新による水使用量

の削減 

事 務

局 

担 当

部長 

2)排水関係事

故ゼロ 

  

  

･排水関係事故 0 件 排水処理設備の安定管理 事 務

局 

3)排水の清浄   

化 

  

  

･排水の均一化 排水処理負荷の均一化 事 務

局 

高濃度排液処分方法の検討 事 務

局 

3.廃棄物の削減、リサイクルの推進 

1)廃棄物排出

量の削減 

  

  

  

･2008 年廃棄物実績： 

186ｔ 

 

･2016 年廃棄物実績 

122ｔ 

･2008 年実績比 

 ３５％削減 

目標値  121t 

【チャレンジ目標】 

 前年実績比 1％削減" 

廃棄物排出量前年実績維持 担 当

部長 

開発部門で試作原料の削

減・リサイクル 

開 発

部門 
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目標値 120.8ｔ 新製品・既存製品の導入資

材の簡素化 

開 発

部門 

作業ミスによる備品の破損

の低減 

事 務

局 

2)食リ法に基

づく食品廃棄

物発生の抑制 

･発生の抑制 

  

･2008 年食品廃棄物実績： 

６８ｔ 

 

･2016 年食品廃棄物実績

15.0ｔ 

 

･2008 年実績比 

３８％削減 

目標値 ４２t 

【チャレンジ目標】 

前年実績比 1％削減" 

目標値：14.8ｔ 

 

食品廃棄物の再生利用を優

先順位の高いものから取り

組む 

事 務

局 

生産部門で製造不良品を重

量ベースで 2 割の削減 

担 当

部長 

試作品食品廃棄物の削減・

リサイクル 

開 発

部門 

新製品及び既存品食品廃棄

物削減する工程策定 

開 発

部門 

･再生利用 

  

･再利用 

  

  

･食品廃棄物の再利用 

目標値 100％ 

間接部門の食品廃棄物（生

ゴミ）の軽量化の継続 

担 当

部長 

食品廃棄物のガス化の継続 事 務

局 

4.環境にやさしい製品の購入 

1)環境にやさ

しい製品購入 

 

2)間接部門資

材の削減 

･資材のグリーン調達 

 

 

･資材・事務用品の適正化 

  

･資材、事務用品のグリ

ーン調達   

３５％以上 

 

･事務用品使用金額の

把握 

･製品包材の簡素化 

資材のグリーン調達の推進 担 当

部長 

全社的な事務用品使用金額

の把握 

担 当

部長 

新製品・既存品の資材を簡

易包装化もしくは資材のグ

リーン調達の推進 

担 当

部長 

5.情報の開示、コミュニケーションの推進 

1）環境情報の

発信 

2)主要協力会

社との環境活

動の充実 

3)地域との環

境活動の推進 

･環境レポートの活用 

  

･グループ内・協力会社間での情報の共有 

 

･地域との環境活動の推進 

環境レポートを当社ﾎｰﾑﾍﾟｰ

ｼﾞに掲載、情報を発信 

事 務

局 

グループ内および協力会社

との情報共有を行う 

担 当

部長 

会社周辺の清掃活動を行う 担 当

部長 
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３）教育訓練及び緊急時対応の取組について 

①教育訓練 

エコアクション活動についての新入社員への教育は、新入社の都度導入研修として実施した。 

全社員への情報提供共有化は、月毎の環境委員会議事録とユーティリティー使用状況を掲示

し、活動計画の進捗状況を全社員に把握してもらった。 

部門内教育（各部門社員に対して）は環境委員に対して委員会活動を通して実施した。 

社外教育（環境関係各講習会・研修会、関係法令講習会・研修会、省エネの研修会）も環境委

員のスキルアップを主体として受講することができた。 

 

②緊急時対応訓練 

  緊急時の対応は３項目あるが、訓練は年１回 ３項目の中の１項目を行い、３年で全項目を完

了することとしている 

本年の緊急時対応訓練は 10/27 に行った。本年は、苛性ソーダの公共用水域への流出時の対応

訓練を行った。次年度は「廃水処理設備未処理水の公共用水域への流出」時の緊急事態対応手順

の訓練を行う予定。
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６．環境数値目標に対する実績（２０１7 年１月～１２月） 

実績値に対する目標比増減：○削減目標達成、△削減、×増加 

取り組み項目 

基準年２００８年

（釜数９２２釜 

脱水量合計８２８ｔ） 

使用原単位・排出

量等 

２０１７年 

原単位（脱水量ｔ当り）目

標値、目標値 

２０１７年実績 （釜数１,２９２釜 

脱水量合計：１,４７２t） 
増

減 使用量等実績 

原単位実績 
原単位目標比増減 

チャレンジ目標（前年比） 

電気使用量の 

削減 

使用量：4,066 千ｋ

ｗｈ 

原単位：４,９１１ｋｗ

ｈ/脱水ｔ 

原単位 2008 年比１８％減 

４，０２７ｋｗｈ 4,466.95 千ｋｗｈ 

３，０３５kwh/ｔ 

原単位 2008 年比 

６１．８％ 
○ 

原単位 2016 年比 1％減 

２，９０８.２ kwh/脱水ｔ 

原単位 2016 年比 

１０３．３％ 
× 

灯油使用量の 

削減 

使用量：485.6 ｋ㍑ 

原単位：586.9 ㍑

/脱水ｔ 

原単位 2008 年比１８％減 

４８１．３㍑ 539.2ｋ㍑ 

３６６．３ ㍑/釜 

原単位 2008 年比 

６２．５％ 
○ 

原単位 2016 年比 1％減 

３７０．３ ㍑/釜 

 原単位 2016 年比 

９７．９％ 
○ 

用水使用量の 

削減 

使用量：144,723 ㎥ 

原単位：１７４．８㎥

/脱水 t 

原単位 2008 年比１８％減 

１４３．３㎥/脱水ｔ 193,472 ㎥ 

１３１㎥/釜 

原単位 2008 年比 

７５．２.％ 
○ 

原単位 2016 年比 30％減 

１１０㎥/脱水ｔ 

原単位 2016 年比 

１１８．２％ 
× 

廃棄物排出量の 

削減 

 

１８６．８ｔ 

2008 年比３５％削減 

１２１．４ ｔ 
２６１．３１ｔ 

2008 年比１４０％ × 

2016 実績比 1％削減 

目標値 １２０.８ｔ 
2016 年比２１４％ × 

食品廃棄物排出

量の削減 
６７．５ｔ 

2008 年比３８％削減 

４１．８ ｔ 
１７．５ｔ 

2008 年比２８．７％ ○ 

2016 年実績 1％削減 

１４．９t 
2016 年比１１７％ × 

食品リサイクル率

の向上 
リサイクル率 100% 

リサイクル率 

 １００％維持 
 

リサイクル率 100％

維持 
○ 

グリーン品購入 

の促進 
 

グリーン調達 

 ３５％以上 

グリーン購入：  

２１０/４９５品目 
４２．４％ ○ 

２０１７年 ＣＯ2

排出量（総量） 
３，６１６．３ｔ-CO2 

2008 年比１８％削減 

２,９６５．４ｔ-CO2 
４,１７４．８ｔ-CO2 

2008 年比１１０．１％

前年比１０８．２％ 
× 

【環境レポート作成にあたり使用した電気事業者別二酸化炭素排出係数について】 

・２０１７年通産省発表：中部電力 二酸化炭素 調整後排出係数０．４８２（kg-CO2/kWh)を使用 
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７．環境活動計画の取組み結果とその評価、次年度の取組み内容 

 （１）環境活動計画の取組み結果とその評価 

    活動における評価については、「アサヒグループ環境ビジョン２０２０」のグループ達成目標

数量に準じて設定した絶対数量目標値はあるが、実態としての活動評価としては、受注が中心の

装置産業的な業務形態による乾燥機稼働数の増減を踏まえて、「原単位目標値」を合わせて評価

する。原単位としては、脱水量 1t 当りの使用量を使用する。改めて一覧にすると以下の通り。 

① 状況：稼働釜数、合計脱水量、釜当り脱水量の基準年及び前年との比較表は次の表の通り。 

ｺﾒﾝﾄ：基準年 2008 年との釜数比較では、2017 年釜数は 2008 年比 140％の釜数増加。 

2017 年脱水量合計は 2008 年比１７８％の増加、１釜当り脱水量は１２７％の増加。 

年 年間釜稼働数 基準年比 合計脱水量 基準年比 釜脱水量 基準年比 

2008 年(基準年) ９２２釜 １００％ ８２８t １００ ０.９t １００％ 

2016 年 １,２４４釜 １３５％ １,４８６t １７９％ １.１９t １３２％ 

2017 年 １,２９２釜 １４０％ １,４７２t １７８％ １.１４t １２７％ 

② 状況：灯油、電気、水の脱水量ｔ当りの使用量を原単位とした基準年との比較は次の通り。 

ｺﾒﾝﾄ：脱水量当りの使用量原単位の比較では、2008 年比 60～64％への削減が確認できる。  

また、灯油電気については、使用量としても 2008 年比概ね 10％増に留まっている。 

灯油 

年 使用量 ㍑ 基準年比 原単位 ㍑/脱水 t 基準年比 

2008 年(基準年) ４８５，６００ １００％ ５８６ １００％ 

2016 年 ５５６，４００ １１６％ ３７４ ６３．８％ 

2017 年 ５３９，２００ １１１％ ３６６ ６２．５％ 

 

電気 

年 使用量千ｋｗｈ 基準年比 原単位 千ｋｗｈ/脱水ｔ 基準年比 

2008 年(基準年) ４,０６６ １００％ ４.９ １００％ 

2016 年 ４,３６５ １０７％ ２.９ ５９．８％ 

2017 年 ４,４６７ １１０％ ３.０ ６１．８％ 

 

水（井水） 

年 使用量 ｍ3 基準年比 原単位 ｍ3 /脱水ｔ 基準年比 

2008 年(基準年) １４４，７２３ １００％ １７５ １００％ 

2016 年 １６５，２５４ １１４％ １１１ ６３．６％ 

2017 年 １９３，４７２ １３４％ １３１ ７５．２％ 
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③ 状況：廃棄物、食品廃棄物の基準年との比較は次の通り。 

ｺﾒﾝﾄ：食品廃棄物は基準年比大幅減。廃棄物 2017 年については、廃水処理装置の不具合によ

り排水原水処理の為、廃棄物排出量が増加。 

廃棄物 

年 排出量 kg 基準年比 

2008 年(基準年) １８６，７５４  １００％ 

2016 年 １２１，９８１  ６５．３％ 

2017 年 ２６１，３１８  １３９．９％ 

※2017 年仮に不具合が無かった場合を想定すると、１５５，８８８kg となり、 

基準年比８３．５％の結果となる。 

食品廃棄物 

年 排出量 kg 基準年比 

2008 年(基準年) ６１，００４  １００％ 

2016 年 １４，９７９  ２４．６％ 

2017 年 １７，５３０  ２８．７％ 

 

④ 状況：ＣＯ２排出量の基準年との比較は次の通り。 

ＣＯ２排出量 

年 排出量 ｔ 基準年比 

2008 年(基準年) ３，６１６  １００％ 

2016 年 ３，８５９  １０６．７％ 

2017 年 ４，１７５  １１０．１％ 

※2016 年電気 CO2 排出量調整後係数：0.494 / 2017 年 電気の CO2 排出量調整後係数が 0.482 

 

⑤ 状況：会社周辺の清掃活動の実施について 

2017.8.10：社員による会社近傍通勤路の清掃活動を実施した。 

30 ﾘｯﾄﾙのごみ袋換算で、2.5 袋分を回収した。 
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⑥ 【取組みとその結果についての総評】 

・2017 年の原単位での比較は、脱水量当たりの灯油、電気、水、廃棄物の比較で前年減を目指し

活動を行うようにする事とした。 

「脱水量の増減イコール昇華に要するエネルギー使用量の増減」の観点からの脱水量ｔ当りの原

単位比較については、主としたエネルギー使用実態を反映した比較方法であると評価できる。 

・基準年 2008 年との釜数比較では、 

① 2017 年釜数は 2008 年比 140％の釜数増加。 

② 2017 年脱水量合計は 2008 年比 178％の増加、１釜当り脱水量は 127％の増加。 

・灯油、電気、水の脱水量ｔ当りの使用量を原単位とした基準年との比較は、 

① 脱水量当りの使用量原単位の比較では、灯油電気について 2008 年比 60～64％への削減が

確認できる。  

② 灯油電気については、使用量としても 2008 年比概ね 10％増に留まっている。 

③ 水については、基準年比原単位削減は達成しているが、増減が見られる。 

・脱水量 t当りを原単位とする使用量比較では、基準年 2008 年比、灯油、電気及び水ともに

「効率化」を達成しているが、総量としては釜稼働数年間合計が４０%増加しており、ＣＯ２排

出量としての目標値は未達成の結果となった。 

・日常活動における、各部署単位の「環境チェック表」の運用は、月次のエコアクション２１委

員会の開催と合わせ、四半期毎の取り纏め発表と振り返りを実施し、全員参加での環境意識の維

持強化と廃棄物削減、省エネなどに継続的な取り組みが出来たと評価する。 

・2017 年 3 月、排水処理装置の不調により、自社測定値で、下水道放流規制値を短期間微少では

あるが逸脱すると思われる不具合が発生した。安曇野市下水道課へ速やかに状況報告を行うと共

に、速やかに対応を実施し回復した。以後問題無く安定稼働しているが、結果として、回復に至

るまでの期間、処理前原水を産廃処理した結果、廃棄物排出量の増加となった。 

（２）次年度の取り組み内容 

次年度見直しが必要な活動内容、課題については次の通り。 

１、今後とも、灯油、電気及び水については、使用量削減目標として、脱水量１kg 当りの使用量

を原単位とした目標を設定して引き続き取り組む。 

２、ＣＯ２排出量の削減として、通勤車両のＣＯ２削減のために燃費向上の啓蒙だけでなく、車両

以外の通勤方法の検討整備をする必要がある。 

３、食品廃棄物削減として、製造ミスによる不具合の削減のために現場との情報の共有化を進め

現状の把握をし、ミスを無くす為の手順を現場作業員全体で検討する。 

４、次年度計画されている太陽光発電、高効率ボイラーへの転換等の設備導入は、工務部会等で

協議する。導入後はエネルギー推移を確認して行く。 

５、エコアクション２１委員会活動を維持し、各部署単位での環境活動を活性化する為、各部重

点課題として積極的に取り組む。 

６、2017 年は、廃水処理装置不具合が発生。不具合については再発防止の対策を実施し、以後安

定稼働継続しているが、今後とも、改めて排水処理不具合ゼロを目指し活動を継続する。 



日本エフディ株式会社環境活動レポート 2017.1～12 

 

15/16 

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟

等の有無 

①環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価       遵守状況確認日 平成 30 年 2 月 24 日 

法令等 遵守状況 評価 

水質汚濁防止法 各規制値はそれぞれ監視・測定の結果、規制値内で管理されている ○ 

下水道法 

3/31：自社測定値により、処理水の一時的な軽微の規制値逸脱と思わ

れる不具合が発生。速やかに安曇野市下水道課へ報告すると共に、不

具合対応及び再発防止策として、手順書の見直しや機器類日常点検の

項目等の追加を実施。以後は規制値内で問題無く管理継続。 

△ 

廃棄物処理法 

廃棄物保管場所の表示は指導要項に沿って掲示されている 

契約書･帳簿･管理票･管理票交付状況報告･各書類は適正に管理され

ている 

産業廃棄物管理票交付等状況報告書は提出されている 

契約している産業廃棄物処分場の許可証・現地の確認が行われている 

 

 

○ 

 

高圧ガス保安法 冷凍機保安検査が実施されている ○ 

安曇野市公害防止条例  特定施設の届出書類は適正に管理されている ○ 

省エネルギー法 第二種エネルギー管理指定工場届済 ○ 

フロン排出抑制法 対象機器の廃棄は行われておらず、冷凍機は適正に管理されている ○ 

毒劇物取締法 対象物は適正に管理されている。 ○ 

消防法 危険物地下タンク定期自主点検・消防設備等点検結果報告 ○ 

騒音規制法 規制値は監視・測定の結果、規制値内で管理されている ○ 

大気汚染防止法 

安曇野市環境保護条例 
対象となる機器の設置・変更は行われておらず適正に管理されている ○ 

長野県地球温暖化対策条例 排出抑制計画及び達成状況の報告は行われている ○ 

家電リサイクル法 特定家庭用機器の廃棄は行われていない ○ 

自動車リサイクル法 社有車の廃棄は行われておらず、適正に管理されている ○ 

食品リサイクル法 

食品廃棄物再生利用等の 2011 年基準実施率：達成(実施率 100%） 

食品廃棄物発生量抑制の実施量把握 

食品廃棄物再生利用の実施量把握  食品廃棄物減量の実施量把握 

○ 

PCB 廃棄物の適正な処理の

推進に関する特別措置

法 

H27 年 4 月最終処分完了を長野県へ報告済み 

該当機器なし 
○ 

①環境関連法規については、環境関連法規遵守チェック表にて取りまとめ評価し、定期的にチェック・

見直しを実施し、違反、漏れが合った場合は是正する仕組みを作り、計画通り実施した。 

②外部近隣からの環境影響に関しての訴訟や指摘はなかった。 
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９．代表者による全体評価と見直しの結果 

 【代表者としての評価】  

   原単位（単位脱水量当りの灯油、電気、水の使用量）で目標設定することによって、より実

情に即した目標管理ができるようになった。今後はよりエネルギー使用状況が把握できる体制に

し、ＰＤＣＡに基づいたプロセスで実効性のある対策に取り組んでいきたい。 

   省エネ設備は太陽光発電設備や高効率ボイラー、省エネ型冷凍設備等に関し情報収集を継続

し、具体的な計画立案と導入を進める。 

   自責不具合による廃棄損は削減傾向にあるが、自然の恵みを受けた貴重な原料を損なう事の

無いよう、不具合の原因追究と再発防止策をしっかり進めると共に、不具合が発生しないよう、

未然に対応できるよう全社で意識レベルの向上を図っていく。 

   コンプライアンス最優先の観点から環境関連法規等の遵守を徹底、抜け、漏れの無いようチ

ェック体制をしっかり構築し計画通り実施していく。 

 以上 


